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一 般 目 標 

｢食育」は、平成17年６月に食育基本法が成立された後、その内容から保育士・幼稚園教諭養成課

程等において、最近教育カリキュラムとして追加されている。本講義の目的は、「食」に関する知識

と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人材を育成することである。 

到 達 目 標 

本講義では、以下のことを理解・説明することができる。 

(1)食育基本計画が策定された背景・経緯と今なぜ食育なのかを理解・説明できる。 

(2)保育所保育指針、幼稚園教育要領と食育の関係について理解・説明できる。 

(3)食と栄養に関する基本的知識を修得し、それぞれの働き等について理解・説明できる。 

(4)食育活動のすすめ方について、食育の目標と計画を作成できる。 

(5)保育園・幼稚園ですすめる食育について、教育現場や家庭・地域との連携について説明できる。 

(6)食育活動の実際（人間関係・マナー、健康づくり、食への興味、連携活動）について、例を挙げ

説明できる。また、学生によるテーマ設定を行い討論する。 

(7)日本の食文化、伝統食品・郷土料理、地産地消について理解・説明できる。 

授 業 の 概 要 

近年、偏食・過食・不規則な食事・運動不足などによる肥満や生活習慣病の増加は、大人に限ら

ず「子ども」においても健康を脅かす存在となっている。また、伝統的な日本の食文化や食の安全

性などにも問題が生じている。これらの問題を「食育」で解決するため、食育基本法が制定・推進

されている。本講義では、食育基本法の趣旨を始めとして、子どもの発育期における「食」に関す

る知識と食を選択する力を習得し、健全な食生活を実践するために必要な知識・情報などを講義す

る。また、食育を推進するために、保育所・幼稚園等で実践されている事例を紹介し、さらに学生

によるテーマ設定と総合討論を行う。 

授業形態は講義とする。アクティブラーニングとして、振り返り、個別の質疑応答、グループディ

スカッション、小テストなどを取入れる。 

ディプロマ・ポ

リシーとの関係 

本講義は、教育学部のディプロマ・ポリシーに掲げる｢１.社会・教育等に関連する国内外の様々な

問題について、現状・課題を認識し、その解決策を考察できる能力を身につけている。｣｢４.教育に

関連する事柄について、継続的・主体的に学ぶ学習能力を身につけている。｣を育成する科目とし

て配置している。 

履 修 条 件 ・ 

注 意 事 項 

｢食の科学」を予め履修し、食と栄養に関する基本的な知識・情報等を修得した上で、本講義を履修

（選択科目）して欲しい。 

授 業 計 画 

第１回：講義の進め方・成績評価について説明した後、国が推進する食育基本法の背景・経緯・趣

旨等について説明する。（目標(1)） 

第２回：保育所保育指針、幼稚園教育要領における食育の関係・位置づけから、保育所・幼稚園に

おける食育教育の重要性を説明する。（目標(2)） 

第３回：子どもの健康にとって、小さい時からの食習慣・生活習慣が如何に重要であるかを説明し、

児童・学校における食育教育の重要性を理解させる。（目標(1),(2)） 

第４回：正しい食生活、健康のために必要な栄養成分や五大栄養素の体内における働きについて説

明する。（目標(3)） 

第５回：子どもにおける栄養素の欠乏と病気、過剰摂取による病気と予防、食事・運動と生活習慣

病などについて説明する。また、子どもの食生活における、欠食・個食・孤食・間食や偏食と軟



食等の問題点について説明する。（目標(3)） 

第６回：食育活動を実践するための保育所・幼稚園における体制整備・食育計画策定の手順等を説

明する。（目標(4)） 

第７回：食育を効果的なものとするための学校と家庭における役割・連携について、事例紹介・説

明する。（目標(5)） 

第８回：地産地消と食育・食生活について､宮崎県における郷土料理・伝統料理等の事例を使い説

明する。（目標(7)） 

第９回：効果的に食育を推進するため、学校・家庭・地域・関係機関との連携による代表的な事例

を紹介し、食育について理解を深める。（目標(5)） 

第１０回：食育活動の実践について、事例として乳幼児における人間関係・マナーの観点から事例

を紹介する。（目標(6)） 

第１１回：食育活動の実践について、事例として乳幼児における健康づくりの観点から事例を紹介

する。（目標(6)） 

第１２回：食育活動の実践について、事例として乳幼児における食への興味、他者との連携活動の

観点から事例を紹介する。（目標(6)） 

第１３回：受講生について、幾つかの班に分け食育のテーマを設定し、資料を作成のうえ発表し、

さらに全体討論を行う[１]。（目標(6)） 

第１４回：受講生について、幾つかの班に分け食育のテーマを設定し、資料を作成のうえ発表し、

さらに全体討論を行う[２]。（目標(6)） 

第１５回：振り返りとまとめ 

定期試験：試験期間中に実施 

学 生 に 対 す る 

評 価 

学則に基づき、定期試験60％、レポート40％で評価・判定する。 

なお、レポート・答案等の提出物へのフィードバックについては、以下の方法等による。 

・コメントを記載して返却する。 

・授業またはオフィスアワーに、口頭で行う。 

・答案例を配布する。 

時 間 外 の 学 習 

に つ い て 

（事前・事後学習として週４時間以上行うこと。） 

事前学習：毎回、講義する内容について事前に配布した講義資料のページ数等を指定するので、入

念に予習し、不明な点等を明確にしておくこと。わからない項目には黄色のマークをし

たり、参考図書等を利用して調べておくこと。また、講義で実際に聞いて理解できたも

のには違う色のマークをするなどして自分の理解ができたものについて、明確にしてお

くこと。 

事後指導：講義内容について、講義後自分の言葉で整理し直し、理解に努め、本講義の教育目標で

ある他者への説明文を考えておくこと。 

テ キ ス ト 『幼児期の保育と食育 保育園・幼稚園での食育のすすめ方』 小川雄二・須賀瑞枝 著 芽生え社 

参 考 書 ・ 

参 考 資 料 等 
講義資料は、別途配布する。 

担 当 者 か ら の 

メ ッ セ ー ジ 

｢食育」は、「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することが

できる人材を育成することを目的として設置された科目である。従って、本講義で取り上げる内容・

知見は、今後、学生が卒業後、保育・初等教育分野で保育者・教員として働く際には必須となるこ

とから、しっかりと学ぶ目的を理解して履修し、自分の知識として他者に説明できるよう勉強して

欲しい。 

オフィスアワー 
木曜日 9:00～12:00 

その他の日時はメール等でアポイントを取って来室すること。 

 


